国際キャリア開発特論　レポート

宇都宮大学等で履修登録をしている学生はレポートの提出が必要となります。

担当教員に提出期限内にメールで提出してください。
提出期限：2013年１月11日（金）17時まで
様式ダウンロード先：http://www.kokusai.utsunomiya-u.ac.jp/career-program/

提出先：宇都宮大学学生　　：国際社会学科 友松 篤信 教員　E-Mail：atomo@cc.utsunomiya-u.ac.jp
　　　　　　　　　　　　　 国際文化学科 渡邉 直樹 教員　E-Mail：naokiw@cc.utsunomiya-u.ac.jp　
　　　　　宇都宮大学学生以外：宇都宮大学　 友松 篤信 教員　E-Mail：atomo@cc.utsunomiya-u.ac.jp
注意：① 各欄すべてにできるだけ詳細に記入してください。箇条書きではなく、文章で書いてください。

② レポートのファイル名は、必ず自分の名前で保存した上で、メールで提出してください。　
大学名：　　　　　　　   　        　 　学年：    　　　   　
学籍番号：        　　　　　　　　　　　氏名：　　　　　　　　　　　　　
１日目（全体講義）
	全体講義
（新しいライフスタイルを日本から世界へ～非電化の勧め～）
	研修内容


	
	考察


	講義（A）
インバウンドを中心とした観光振興策のプランニング
	研修内容


	
	考察


	講義（B）
緑を誰がどのように守り育てるのか〜公共緑地における市民社会の役割〜
	研修内容


	
	考察


	講義（C）
途上国の都市成長に関わる環境デザイン
	研修内容


	
	考察


	講義（D）
まちづくりについて
	研修内容


	
	考察



	講義（E）
生きるための水、一滴の重み
	研修内容


	
	考察


	講義（F）
リサイクルショップから始まる国際協力
	研修内容


	
	考察



１日目、２日目（分科会）　選択分科会名：
	分科会
	研修内容


	
	考察



３日目（全体発表）
	発表（A）
インバウンドを中心とした観光振興策のプランニング
	発表内容


	
	考察


	発表（B）
緑を誰がどのように守り育てるのか〜公共緑地における市民社会の役割〜
	発表内容


	
	考察


	発表(C) 
途上国の都市成長に関わる環境デザイン
	発表内容


	
	考察


	発表(D) 
まちづくりについて
	発表内容


	
	考察



	発表（E）
生きるための水、一滴の重み
	発表内容


	
	考察


	発表（F）
リサイクルショップから始まる国際協力
	発表内容


	
	考察



	総括
	内容


	
	考察



研修成果と今後の課題
１．研修の成果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．今後の課題（分科会の提言などを基に、将来のキャリアパスをどのように考えているのかを記入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３．参加の感想・研修内容に関する要望など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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